
「女性従事者のためのセミナー」でワンヘルス講演 !! 

 

 令和５年１１月２０日（月）、西鉄グランドホテルにおいて、福岡県宅建協会・女性

特別委員会主催の「女性従事者のためのセミナー」が開かれました。 

 約１００名の会員の皆様が参加されました。 

 

 女性特別委員会は、女性目線による女性会員の資質向上、協会運営の参画をさらに推

し進めるべく、積極的な事業展開が行われています。 

 

 今回の講師として、当協議会の藏内勇夫会長（アジア獣医師会連合会長）が講師とし

て招かれ、未来をまもる「ワンヘルス宣言」と題して、講演を行いました。 

 

 
 

 

  
 

 



【藏内会長挨拶】 

私は、県会議員と獣医師との二足の草鞋を履いています。 

今回の COVID-19、コロナは一体なんだったのか。どうしてこういう病気が世界中に蔓

延したのか、もうこれで終わりなのか、我々人類はこれからずっとこういったウイルス

を主体とする感染症との戦いが続くのではないか。 

我々は一体どういうことを考え、対応し備えをしていかないといけないか。また、ウ

イルスは人間にとって敵なのか、あるいは人間社会を大きく変えていく原動力にもなる

のではないか。 

今回の「パンデミック」をいかに我々は取り入れて進化を遂げるか、ということも考

えていかなければならないのではないかと考えています。 

私は、２０１３年に日本獣医師会の会長に就任しました。この時、日本医師会の会長

は、同じく福岡県みやま市高田町出身の横倉義武先生でした。 

私は２０１３年６月の総会で日本獣医師会の会長になりました。その直後に横倉会長

から電話があって、東京でお祝いをしてもらいました。このときに、「もう福岡県の田

舎から、日本を代表する公益社団法人のトップになるということはないよね。何かやろ

うか」という話になりました。 

お互いその時、横倉会長もワンヘルス、私もワンヘルスをやっていました。既に世界

医師会、世界獣医師会でもワンヘルスをやらないといけないと唱えられていましたが、

一向に普及しない現状でした。 

そこで、２０１３年に日本医師会と日本獣医師会が「ワンヘルスに関する学術協定」

を結びました。それから、４７都道府県の医師会と獣医師会で、ワンヘルスの協議が行

われ、福岡県医師会と福岡県獣医師会が２０１３年１２月に学術協定を締結し、３年間

で４７都道府県の２つの団体が「ワンヘルス協定」を結びました。  

それから１０年経過いたしました。この動きは日本を飛び越えて世界に大きく広がり

ました。 

昨年の１１月に福岡で「第２１回アジア獣医師会連合大会」を開催し、「アジアから

のワンヘルスアプローチ」という福岡宣言をまとめることができました。 

この福岡宣言が今年の５月に開催された「Ｇ７広島サミット」で論議され、政府は６

月に「骨太の方針」を閣議決定しました。その中に、ワンヘルスアプローチが明記され、

日本で「ワンヘルス」の具体的な政策が推進されています。 

このワンヘルス運動というのは、我々人間の本能なのです。自分たちの強い種族、未

来を持続可能な地球の中で生かして、神様に救ってもらった我々生き物の本能。それが

ワンヘルスです。 

平和な社会を実現するためには、安全、安心な社会づくりが必要です。 

（一部抜粋） 

 



【講演概要】 

 

   

  

  

   

 

 

２０２３年１１月２４日 

福岡ワンヘルス協議会・事務局 

 


